




































くってみた。そこには、1918 ～ 1919 年のインフルエン
ザ・パンデミックの文字が現れた。「10 億人が感染、1
年間で5000万人が亡くなった。これは世界人口の6％で、
この人々が死に追いやられた」とあり、注目すべきは「始
まった時と同じくらい唐突に 1919 年に終息した」とあっ
た。また、「科学者は、別のインフルエンザ・パンデミッ
クが確実にやってくると予測している」ともあった。
　歴史は繰り返すというが、コロナ（COVID-19）のパ
ンデミックも唐突に終息するなら、その日が一刻も早く
来て欲しいと願っている。
（現代人間学部こども教育学科教授・図書館情報センター長）
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